
小布施町

令和８年度施策方針説明会

令和8年4月16日 小布施町長 大宮透



本日の背景と目的

• 令和7年1月22日の着任以来、「町政をもっと身近に」を実現す

るため、定例記者会見開催など情報発信強化に取り組んできた。

• 令和8年度予算は、町長就任後はじめて予算編成の初期段階から

関与した予算であり、実質的に「公約実行予算」の初年度。

• 議会ではすでにお認めいただき、ホームページでも概要を掲載

しているが、広く町民の皆さんに直接説明する機会がなかった。

令和8年度の施策概要について開かれた場でお伝えし
様々なご質問やご意見をいただく場として初めて企画



説明会の構成

１ 町の現状と課題

２ 令和７年度の取組状況

３ 令和８年度の重点施策概要

４ 質疑応答



１ 町の現状と課題



１ 町の現状と課題（①人口構成）

• 過去10年は転入超過が続き、令和2年度に設定した人口目標を

おおむね達成中／子どもの数（1学年）もおおむね維持

• まとまった規模の宅地開発は落ち着きつつあり、令和7年は転

出超過に

• 団塊の世代が75歳以上となり、後期高齢者人口が増加

• 一人暮らし高齢者の増加、既存ストック（空き家）の増加が今

後大きく懸念

• 様々な分野（産業、自治会、地域活動…）での担い手不足が問

題に

若年人口の維持と各種団体（自治会等）の負担軽減、

独居が増える地域での「支え合いの仕組みづくり」が課題に



第七次総合計画より抜粋



１ 町の現状と課題（②財政状況）

・町の基金残高は同規模自治体と比較しても十分な額を堅持

・町税（住民税、固定資産税など）は堅調に推移

・堅調なふるさと納税により新規事業への投資が可能に

・ここ数年の急激な物価高や体制強化（職員増）、各種重点事業

の増加等の影響で、財政規模が増加（毎年過去最大）

・過去2年は財政調整基金（町の貯金）の取り崩しが、新たな積み

立てを上回る状況に

・多くの公共施設が老朽化、建て替えや大規模修繕の検討・実施

が必要な時期に

様々な負担増が見込まれる中、

「健全な財政運営」と「活力ある町政の推進」の両立が課題に





２ 令和７年度の取組状況



２ 令和７年度に取り組んだこと

【町長就任時の約束】

✓ 信頼・挑戦・共創を大切に、「身近で、明るい町政」の実現

✓ 3つの柱（農業・農村の活性化、子育てへの手厚い支援、高齢に

なっても暮らしやすい地域づくり）を核とした公約の実現



２ 令和７年度に取り組んだこと

【重点的に取り組んだこと】

① 町政の「見える化」～信頼される町政の基盤として～

② 「挑戦・共創」を後押しする仕組みづくり

③ 前町政から引き継いだ重点課題の方向付け

④ 公約に関わる取組着手に向けた様々な議論の場づくり



２ 令和７年度に取り組んだこと

①町政の「見える化」～信頼される町政の基盤として～

・ＳＮＳを通じた情報発信（就任後～）

・定例記者会見を月1回実施（令和7年4月～）

・問題事案の積極的な発信（令和7年度、指針を策定）

SNSでの情報発信（町長公式Instagram） 月1回開催する定例記者会見



２ 令和７年度に取り組んだこと

②「挑戦・共創」を後押しする仕組みづくり

・ミライ構想カレッジの開催

・“町全体”活性化協議会の在り方見直しと再開

・「地域おこし協力隊」制度の民間活用の促進

ミライ構想カレッジin小布施



２ 令和７年度に取り組んだこと

③前町政から引き継いだ重点課題の方向付け

・小布施分署建設に向けた方向性（令和8年4月着工）

・つすみ保育園建替えに向けた方向性（令和7年5月素案公表）

・国道403号の整備計画策定に向けた会議再開（約5年ぶり）

小布施分署の完成予想図 国道403号のデザイン案
（東京理科大学によるイメージ図）



２ 令和７年度に取り組んだこと

④公約に関わる取組着手に向けた様々な議論の場づくり

・農業者団体との意見交換会

・令和８年度予算編成に向けた各種議論

令和8年2月に開催された農業者勉強会の様子



３ 令和８年度の重点施策概要



３ 令和８年度の重点施策概要（予算規模）

【予算規模について】

✓ 一般会計は、過去最大の75億6,100万円（前年度比

7.7%、5億4,100万円の増）

✓ 増加要因は全体的な物価上昇の影響に加え、人件費

増、新規事業増によるもの

✓ 厳しい財政状況の中でも有利な財源を確保し、新し

い取組にも積極的に着手することを意識

✓ 当初予算の財政調整基金の取り崩しは、昨年度比で

大幅に減少





３ 令和８年度の重点施策概要（分野別編）

【①出産・子育て・教育分野】

• つすみ保育園の建替えに向けた基本計画・設計策定へ

• 保育園での米飯提供開始（保護者の手間負担軽減へ）

• 小学校1年生の25人学級の実現と全学校施設のＬＥＤ化

• 学校給食費の補助拡充（R8は小学生無償化、中学生保護者負担

額を更に削減）

• 学びの改革リーディング校事業の深化（２年目へ）

• 学習環境や不登校児童生徒の学びの保障強化に向けた施策検討

（オンライン学習教材の導入等）



３ 令和８年度の重点施策概要（分野別編）

【②健康・福祉分野】

• 国民健康保険税の税率一部引き下げ（基金の町民還元）

• 地域の支え合いを推進する「生活支援コーディネーター」の拡充

• ごみ出しなどの生活支援拡充に向けた体制整備の検討（集落支援員

制度の積極的な活用）

• 町全体の公共交通（地域の足）の在り方を検討する会議体の設置



３ 令和８年度の重点施策概要（分野別編）

【③学び・文化芸術分野】

• 町立美術館・博物館の町民無料化（4月1日～）

• 北斎の町50周年記念事業の実施

6月13日は「北斎博士ちゃん」こと
目黒龍一郎さん講演会を予定
（写真：Entapark記事より引用）

北斎館開館時のテープカットの様子
（写真：町HPより）



３ 令和８年度の重点施策概要（分野別編）

【④産業・移住分野】

• 農業の新たな担い手確保や販路拡大に向けた支援制度の新設

（親元就農、定年帰農支援を強化）

• 国道403号「市庭通りを創生する会」の再開（重点区間の道路

デザイン最終化へ）

• 「大人の小布施留学」制度の創設、今年度10人の若者が小布施

に“体験移住”へ（転出超過が著しい20代若者人口の流入強化）

海士町との連携協定式の様子（令和8年3月27日） 大人の島留学ホームページ



３ 令和８年度の重点施策概要（分野別編）

【⑤環境・防災・インフラ分野】

• 須坂市消防署小布施分署の建設開始（令和9年7月完成予定）

• 消防団員報酬の直接支給と待遇改善（令和8年度当初で定数

183人を確保）

• 矢島及び北部水路（下流部の大型水路）の早期完了へ

小布施分署の完成予想図 新旧消防団正副団長の皆様と（令和8年4月1日）



３ 令和８年度の重点施策概要（分野別編）

【⑤環境・防災・インフラ分野】

• 環境・防災機能の強化を一体的に推進する役場・小学校エリアの

「地域マイクログリッド構築事業」や、公会堂太陽光・蓄電池シス

テム設置事業の実施

• 家庭用蓄電池システムのみの導入補助制度の新設

• 年間を通じたビンの拠点回収の実証事業実施（毎月第2金・土実施

予定／将来的な環境美化委員の負担軽減を目指す）

地域マイクログリッド構築事業の概要 公会堂の太陽光・蓄電池システム（押羽自治会）



３ 令和８年度の重点施策概要（分野別編）

【⑥行政経営・住民サービス分野】

• 自治会負担の軽減に向けた取組検討（行事日程の変更、住民団

体の在り方見直し、実務負担の削減など）

• 住民サービス向上に向けたDX推進（コンビニ交付システムや窓

口手続きでのキャッシュレス決済導入）※令和９年２月を予定

• 民間人材・専門人材の積極的な活用（有利な財源を活用した職

員体制強化）

• 物価高や将来投資を見据えた各種料金の見直し検討（上下水道

料金など）



最後に①

町をよくする活動、話し合いの場に参加しませんか？

【町をよい場所にするための対話や議論、活動の場】

• まちづくり委員会

• 町全体活性化協議会

• ミライ構想カレッジ など

【直接町民の役に立ちたい活動参加の場】

• 移動や生活支援「えべさの会」

• 有償ボランティア「福ちゃん」 など

町企画財政課、町社会福祉協議会などにお気軽にお問合せください。



最後に②

• 公約や第七次小布施町総合計画の目標達成、町民の皆さんの声・

思いの実現に向け、町役場一丸となって、一つ一つ丁寧に取り組

んでまいります。

• できるだけ町民の皆さんの声を町政に反映していくために、今年

度より町政懇談会を前倒しして実施する予定です。

• 施策の進捗状況については、毎月の定例記者会見でお伝えしてい

ます。ぜひ、お気軽にご参加ください。

次回開催予定：５月13日（水）午前10時

場所：まちとしょテラソ

（原則第二水曜日の午前10時より開催）



長い時間、

ご清聴ありがとうございました。


